
左上：永樂妙全 作、細川護立 絵付「乾山写茶碗」永青文庫蔵、右上：細川護貞 絵付「姫ひまわり絵皿」個人蔵
左下：細川護熙「黒茶盌　幽棲」個人蔵、右下：細川護光「井戸茶碗」個人蔵

ふじたか　　　　　　　　　 　　ただおき

もりたつ

もりさだ

もりひろ

もりみつ

　

　　　
永青文庫　令和 2年度早春展　財団設立 70周年記念

細川家四代展 
―護立・護貞・護熙・護光―

明治から現代にいたる、細川家四代が自ら制作した作品をご覧ください

　細川家の歴代当主たちは、戦国時代を生きた初代・藤孝や２代・忠興をはじめ、武将として軍事に携わり、
また藩主として熊本藩を治めたばかりでなく、和歌・能楽・茶の湯・博物学・絵画などの文化芸術を愛好
したことで知られます。その芸術に向き合う細川家の姿勢は、現在に至るまで脈々と受け継がれています。
　16代・護立（1883 ～ 1970）は “美術の殿様” として知られ、刀剣や禅画、東洋美術を収集し、同時
代の芸術家を庇護しました。また昭和 25年（1950）には「財団法人永青文庫」を設立しています。17代・
護貞（1912 ～ 2005）は日本工芸会会長等を務め、美術愛好家として著書を多く出版したほか、陶磁器の
作品展を開き、絵画や文房具などを収集しました。当代の護熙（1938 ～）は、熊本県知事や第 79代内閣
総理大臣を務めるなど政治家として活動後、還暦を機に焼きものを始め、近年は京都・奈良の寺院の襖絵
に挑むなど、旺盛な制作活動を続けています。護光（1972 ～）は 20歳代で作陶を始め、2006 年に熊本
で開窯。各地の個展で精力的に作品を発表しています。
　本展は、護立・護貞・護熙・護光にいたる近現代の細川家四代が、自ら制作した作品を一堂に展示する、
初めての試みです。700 年あまり続く細川家に受け継がれた芸術表現の営みをご覧ください。



左より　細川護立、細川護貞、細川護熙（撮影：齋藤芳弘）、細川護光

■ 開催概要
展覧会名　令和 2年度早春展　財団設立 70周年記念「細川家四代展 ―護立・護貞・護熙・護光―」
主催・会場　永青文庫
会　　期　2021 年 2月 13 日（土）～ 4月 11 日（日）
開館時間　10：00 ～ 16：30　( 入館は 16：00 まで )　
休 館 日　毎週月曜日
入 館 料　一般 1000 円、シニア（70歳以上）800 円、大学・高校生 500 円

※中学生以下、障害者手帳をご提示の方及びその介助者（1名）は無料。

※ご来館にあたって事前予約は必要ありませんが、混雑時はお待ちいただく場合がございます。
※マスク着用の上、ご来館ください。当館の新型コロナウイルス感染拡大予防対策についてはホームページをご覧ください。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、開館時間の変更または臨時休館となる場合がございます。

■ 記念講演会①　細川護立の「表」と「奥」
永青文庫の設立者・細川護立と、護立により収集された名品についてお話しします。
日時　2021 年 3月 14 日（日）13：30 ～ 15：00
講師　林田龍太 氏（熊本県立美術館学芸課参事）　

■ 記念講演会②　美と生きる　細川家の眼
激動の時代を美と共に生きた細川家の歴史と、近年の作品制作についてお話しします。
日時　2021 年 3月 20 日（土）14：00 ～ 15：00
講師　細川護光 氏

いずれも
会　　場　和敬塾本館 旧細川侯爵邸　1階ホール（東京都文京区目白台 1-21-2）　※永青文庫の隣 徒歩 3分
定　　員　各回 20人（先着順）
参 加 費　各回 1000 円（友の会会員・学生 500 円）
申込方法　2月 27 日（土）午前 10：00 より電話（03-3941-0850）にて先着順に受付
※1回のみのご参加も可能です。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更・中止となる場合がございます。

■ お問い合わせ　　
公益財団法人 永青文庫
 〒112-0015 東京都文京区目白台 1-1-1　TEL 03-3941-0850　FAX 03-3943-0454

Four Generations of the Hosokawa Family: 
Moritatsu, Morisada, Morihiro, and Morimitsu



掲載概要：（コーナー名、画像の掲載サイズ など）

◆ご希望の写真番号に○を付けてください。

□ 読者プレゼント用チケット（5組10名様）ご希望の場合はチェックを付けてください。

　※チケット送付時期につきましてはご相談させて頂きます。

【広報画像ご使用に際してのお願い】

※写真の使用は、本展覧会のご紹介をいただける場合のみとさせて頂きます。画像データは使用後速やかに消去してください。

※展覧会名、会期、会場、名称、所蔵者を必ずご掲載ください。

※掲載誌は１部ご恵贈願います。

【個人情報の取扱いについて】

※ご記入いただきました個人情報は、当館からの展覧会情報のご案内にのみに使用いたします。

　 許可なく第三者に個人情報を開示することはございません。

http://www.eiseibunko.com/

広報画像申請書

〒112-0015　東京都文京区目白台1-1-1  TEL：03-3941-0850　FAX：03-3943-0454

細川コレクション　永青文庫 行　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：０３－３９４３－０４５４

貴社名： 媒体名：

ご担当者名： ご所属：

TEL： FAX：

ご住所：

E-mail： 掲載予定日：　　　　年　　　　　月　　　　　日

令和2年度早春展　財団設立70周年記念

細川家四代展 ―護立・護貞・護熙・護光―

2021年2月13日（土）～4月11日（日）

６ 細川護熙「黒茶盌 幽棲」個人蔵

１ 細川護立 ２ 永樂妙全 作、細川護立絵付

「乾山写茶碗」

永青文庫蔵

５ 細川護熙 （撮影：齋藤芳弘）

３ 細川護貞

４ 細川護貞 絵付

「姫ひまわり絵皿」

個人蔵

８ 細川護光「井戸茶碗」個人蔵７ 細川護光
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	広報画像申請書_細川家四代展 のコピー

